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本日お話したいこと
1. セキュリティ・クリアランス制度があれば
やり方や結果が違ったかもしれないと思われる事例

2. 将来への期待

3. 国際枠組みの必要性

4. セキュリティ・クリアランス制度への要望



セキュリティ・クリアランス制度への要望
1. 米国等の諸外国からも認められるレベルの制度創設

• 日米（＋同志国）間の機能的同等性が認められることが重要
• 将来的に国際的な協調の枠組みが整備されることにより、同志国との共同

研究・開発の促進や、外国政府案件への公平な競争環境整備等を期待

2. 政府一体となった制度の設計
• 経済安全保障推進法やNISCにおける重要インフラにおいても宇宙/防衛領

域は含まれておらず、セキュリティ・クリアランス制度にとどまらず防衛
関連分野は別々に議論されている印象

• 民間企業における投資効率化につながることも期待できるため、宇宙/防衛
領域を例外とせず政府全体として制度設計を行うことを期待
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